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議員提出第１号議案

大阪府議会会議規則一部改正の件

大阪府議会会議規則の一部を改正する規則を次のように定める。



大 阪 府 議 会 規 則 第    号

大 阪 府 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

大 阪 府 議 会 会 議 規 則 䥹 平 成 三 年 大 阪 府 議 会 規 則 第 一 号 䥺 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 䣎
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 䣎

附 則

こ の 規 則 は 䣍 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 䣎

改 正 後 改 正 前

䥹 委 員 長 の 報 告 䥺

第 三 十 九 条 䥹 略 䥺

２ 委 員 長 は 䣍 前 項 の 報 告 を 委 員 会 の 議 決 に よ り

副 委 員 長 に 委 任 す る こ と が で き る 䣎

３ 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 は 䣍 議 会 の 議 決 に よ

り 䣍 又 は 議 長 に お い て 委 員 会 の 報 告 書 を 配 布

し 䣍 若 し く は 朗 読 し た と き は 䣍 省 略 す る こ と が

で き る 䣎

４ 䥹 略 䥺

䥹 指 定 者 以 外 の 退 場 䥺

第 百 一 条 秘 密 会 を 開 く 議 決 が あ 䣬 た と き は 䣍 議

長 は 䣍 傍 聴 人 及 び 議 長 の 指 定 す る 者 以 外 の 者 を

議 場 及 び 傍 聴 席 の 外 に 退 去 さ せ な け れ ば な ら

な い 䣎

䥹 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 通 知 等 䥺

第 百 二 十 五 条 の 二 䥹 略 䥺

２ ・ ３ 䥹 略 䥺

４ 第 一 項 又 は 第 二 項 の 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 す る 方 法 に よ り 行 わ れ た 通 知 は 䣍 当 該 通 知 を

受 け る 者 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ

た フ 䣴 イ ル へ の 記 録 が さ れ た 時 䥹 第 十 九 条 䣍 第

三 十 九 条 第 三 項 䣍 第 八 十 九 条 第 一 項 䣍 第 九 十 条

第 一 項 及 び 第 百 二 十 一 条 の 規 定 に よ る 議 員 に

対 す る 通 知 に あ 䣬 て は 䣍 当 該 フ 䣴 イ ル へ の 記 録

が さ れ た 時 又 は 議 会 等 が 䣍 当 該 通 知 を 受 け る 者

が 当 該 通 知 を す べ き 電 磁 的 記 録 䥹 電 子 的 方 式 䣍

磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ 䣬 て は 認 識 す

る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ 䣬

て 䣍 電 子 計 算 機 䥹 入 出 力 装 置 を 除 く 䣎 䥺 に よ る 情

報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 䣎 次 条 に お い

て 同 じ 䣎 䥺 に 記 録 さ れ て い る 事 項 を 議 長 が 定 め

る 方 法 に よ り 表 示 を し た も の の 閲 覧 若 し く は

当 該 事 項 に つ い て 当 該 通 知 を 受 け る 者 の 使 用

に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ 䣴 イ ル へ の

記 録 を す る こ と が で き る 措 置 を と 䣬 た 時 の い

ず れ か 早 い 時 䥺 に 当 該 通 知 を 受 け る 者 に 到 達 し

た も の と み な す 䣎

䥹 委 員 長 の 報 告 䥺

第 三 十 九 条 䥹 略 䥺

２ 前 項 の 報 告 は 䣍 議 会 の 議 決 に よ り 䣍 又 は 議 長

に お い て 委 員 会 の 報 告 書 を 配 布 し 䣍 若 し く は 朗

読 し た と き は 䣍 省 略 す る こ と が で き る 䣎

３ 䥹 略 䥺

䥹 指 定 者 以 外 の 退 場 䥺

第 百 一 条 秘 密 会 を 開 く 議 決 が あ 䣬 た と き は 䣍 議

長 は 䣍 傍 聴 人 及 び 議 長 の 指 定 す る 者 以 外 の 者 を

議 場 の 外 に 退 去 さ せ な け れ ば な ら な い 䣎

䥹 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 通 知 等 䥺

第 百 二 十 五 条 の 二 䥹 略 䥺

２ ・ ３ 䥹 略 䥺

４ 第 一 項 又 は 第 二 項 の 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使

用 す る 方 法 に よ り 行 わ れ た 通 知 は 䣍 当 該 通 知 を

受 け る 者 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ

た フ 䣴 イ ル へ の 記 録 が さ れ た 時 䥹 第 十 九 条 䣍 第

三 十 九 条 第 二 項 䣍 第 八 十 九 条 第 一 項 䣍 第 九 十 条

第 一 項 及 び 第 百 二 十 一 条 の 規 定 に よ る 議 員 に

対 す る 通 知 に あ 䣬 て は 䣍 当 該 フ 䣴 イ ル へ の 記 録

が さ れ た 時 又 は 議 会 等 が 䣍 当 該 通 知 を 受 け る 者

が 当 該 通 知 を す べ き 電 磁 的 記 録 䥹 電 子 的 方 式 䣍

磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ 䣬 て は 認 識 す

る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ 䣬

て 䣍 電 子 計 算 機 䥹 入 出 力 装 置 を 除 く 䣎 䥺 に よ る 情

報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 䣎 次 条 に お い

て 同 じ 䣎 䥺 に 記 録 さ れ て い る 事 項 を 議 長 が 定 め

る 方 法 に よ り 表 示 を し た も の の 閲 覧 若 し く は

当 該 事 項 に つ い て 当 該 通 知 を 受 け る 者 の 使 用

に 係 る 電 子 計 算 機 に 備 え ら れ た フ 䣴 イ ル へ の

記 録 を す る こ と が で き る 措 置 を と 䣬 た 時 の い

ず れ か 早 い 時 䥺 に 当 該 通 知 を 受 け る 者 に 到 達 し

た も の と み な す 䣎



提 案 理 由

委員長報告について、委員長の事故の有無にかかわらず様々な状

況に対応できるようにするため、委員長の職務代理者である副委員

長が委任を受けて当該報告を行えるよう所要の改正を行うもので

ある。

また、標準都道府県議会会議規則の改正を踏まえ、議場に設置す

る傍聴席の位置付けについて、会議規則と傍聴規則との整合性を図

るため、所要の改正を行うものである。


